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これまでに我々は，AlGaN系 UV-C 多重量子井戸構造(MQW)において内部量子効率の温度依存

性を評価し、室温において最大 53%、750 K においても最大 16%と非常に高い値を得ている[1]。

さらに、室温において光励起誘導放出を観測し、誘導放出機構が 200 K から 250 K の間で変化し

ている可能性を示した。今回，量子井戸層の位置を最適化し、光閉じ込め係数を向上させた AlGaN

系 UV-C MQWにおいて光励起誘導放出光の測定を行ったので、その結果について報告する。 

測定に用いた試料は有機金属気相成長法により c面サファ

イア基板上に成長されたAl0.45Ga0.55N/Al0.55Ga0.45N-3重量子井

戸構造である。井戸層幅が 2 nm、障壁層幅が 7 nmのものを

用いた。光励起誘導放出光の測定は、Xe-Cl エキシマレーザ

励起色素レーザーの第 2 高調波(240 nm)を励起光源として、

シリンドリカルレンズを用いた端面配置にて行った。 

図 1 に PL スペクトルの励起パワー密度依存性を示す。励

起パワー密度の増大に伴い、自然放出光の短波長側に誘導放

出光が観測されていることが分かる。自然放出光は、励起パ

ワー密度に対して線形に増大にするのに対して、誘導放出光

は非線形に増大することが確認できた。室温における閾値励

起パワー密度は、30 kW/cm2 と見積もることできた。最適化

前の試料では 69 kW/cm2であったため[1]、発光層位置の最適

化によって閾値を半分以下に低減できていることが分かる。

また、誘導放出光のスペクトルには微細構造が観測されてい

ることが分かる。微細構造の波長間隔が、共振器長から見積

もられる値とほぼ一致しているため、この構造はファブリペ

ロー共振器の縦モードであると考えられる。 

図 2に閾値励起キャリア密度 nthの温度依存性を示す。図中

の□は発光層位置最適化前の nthであり、●は発光層位置最適

化後の nthである。最適化後の試料において、nthは 200 K 以

下では温度に依存せずほぼ一定であることが分かる。このよ

うな傾向は、CdZnS/ZnS量子井戸構造における励起子分子に

よる誘導放出機構で観測されている[2]。さらに、今回の試料

では室温付近でも nthは Mott 転移密度(3×1018 cm-8)と同程度

であり、誘導放出機構に励起子系の光学遷移過程が関与して

いることが示唆される。 

本研究の一部は，JSPS 科研費 JP16H06428，JP16H04335, 

JP20K04585 の援助を受けて行われたものである。 
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Fig. 1.  Excitation power density 

dependence of PL spectra taken from 

AlGaN-based UV-C MQW. 

Fig. 2.  Temperature dependence of 

threshold excitation carrier density taken 

from AlGaN-based UVC MQWs. 
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